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２ 

コミュニティバスを 
知る・乗る・考える 

Special Feature : Public Traffic

【
用
語
説
明
】 

■
巡
回
バ
ス
 

　
中
区
内
を
運
行
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
 

■
直
行
バ
ス
 

　
中
区
か
ら
西
脇
市
駅
ま
で
運

行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
 

■
路
線
バ
ス
　
神
姫
バ
ス
 

　
巡
回
バ
ス
・
直
行
バ
ス
・

路
線
バ
ス
を
問
わ
ず
、
多
可

町
内
１
０
０
円
、
西
脇
市（
加

西
市
）ま
で
２
０
０
円
で
行
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
。
皆

さ
ん
は
も
う
乗
車
パ
ス
の
申

請
を
さ
れ
ま
し
た
か
。
 

　
平
成
１５ 
年
１１
月
、
旧
中
町

で
運
行
を
開
始
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
路
線
バ
ス

の
維
持
だ
け
で
な
く
、
高
齢

化
や
環
境
面
へ
の
配
慮
、
町

の
中
心
地
の
活
性
化
へ
の
願

い
を
込
め
て
、
公
共
交
通
機

関
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
始
ま

り
ま
し
た
。
多
可
町
誕
生
後
 

も
、
合
併
協
議
会
で
決
ま
っ

た
「
新
町
建
設
計
画
」
に
基

づ
き
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の

足
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
含
め
た
公
共
交
通
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。
 



３ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
乗
る 

多
可
町
か
ら
西
脇
市
・
加
西

市
ま
で
、
パ
ス
を
見
せ
る
と

２
０
０
円（
子
ど
も
１
０
０
円
）

 　
ま
ず
、
役
場
企
画
課
に
乗

車
パ
ス
の
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。（
※
申
込
方
法
の
詳

細
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

パ
ス
を
持
っ
て
直
行
バ
ス
に

乗
り
、
西
脇
市（
加
西
市
）へ

行
き
ま
す
。
降
り
る
時
に
運

転
手
に
パ
ス
を
見
せ
る
と
運

賃
は
２
０
０
円（
子
ど
も
１
０

０
円
）に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
多
可
町
内
か
ら
路

線
バ
ス
に
乗
っ
て
西
脇
市（
加

西
市
）ま
で
行
っ
た
時
も
、
降

り
る
時
に
運
転
手
に
パ
ス
を

見
せ
る
と
運
賃
は
２
０
０
円
 

（
子
ど
も
１
０
０
円
）に
な
り
ま

す
。（
※
加
西
市
は
八
千
代
区

か
ら
行
く
場
合
の
み
） 

　
パ
ス
が
な
い
場
合
は
、
ど

ち
ら
も
通
常
の
料
金
に
な
り

ま
す
。
 

   

              

 巡
回
バ
ス
は
、
乗
車
賃
１
０

０
円（
子
ど
も
50
円
） 

 　
現
在
中
区
内
を
運
行
し
て

い
る
巡
回
バ
ス
は
、
乗
車
パ

ス
が
な
く
て
も
、
だ
れ
で
も

１
回
１
０
０
円（
子
ど
も
５０
円
）

で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

巡
回
バ
ス
や
直
行
バ
ス
・
路

線
バ
ス
へ
の
乗
継
ぎ
も
で
き

ま
す
。（
※
詳
し
く
は
５
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
 

▲ 

路
線
バ
ス
の
運
賃
助
成
に
も
パ
ス 

が
必
要
で
す 

▲ 

巡
回
バ
ス
に
は
パ
ス
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん 

利用例  
【例１】 
Ａさん（大人）は、加

美区にある自宅から

多可町役場に寄って、

用事を済ませてから、

西脇市駅まで行きたい。 

①最寄りの路線バスのバス停から西脇
　市駅行のバスに乗る。 

②多可町役場前に到着。パスを運転手
　に見せて、１００円払って降りる。 

③用事を済ませ、多可町役場のバス停
　から直行バス（または路線バス）に乗る。 

④西脇市駅に到着。パスを運転手に見せ、
　２００円払って降りる。 

①最寄りの路線バスのバス停から加西
方面行のバスに乗る。 

②明楽寺停留所（※）で乗り換え。バス
を降りる時、運転手にパスを見せて
２００円払って、乗継券をもらう。 

③西脇市駅に到着。乗継券を運賃箱に
入れて降りる。 

（※）通常、路線（直行）バスから路線（直行）
バスへの乗り換えには乗継券はありません。
しかし、明楽寺での乗り換えのみ乗継券が
あります。 

【例３】 
Ｃさん（大人）は、八

千代区大和にある自

宅から西脇市駅まで

行きたい。 

【例２】 
Ｂさん（大人）は、加

美区にある自宅から

余暇村公園まで行き

たい。 

①【例１】と同じ 

②鍛冶屋バス停に到着。パスを運転手
に見せて、１００円払って降りる。降
りる時、乗継券をもらう。 

③巡回バス余暇村公園行に乗る。 

④余暇村公園に到着。パスを運転手に
見せ、乗継券を運賃箱に入れて降りる。 



４ 

知
っ
て
得
す
る 

コ
ミ
バ
ス 

マ
メ
知
識 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
地
域
の
足 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
福
祉
的
側
面 

車
い
す
の
利
用
者
は
ス
ロ
ー
プ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

階
段
が
な
い
の
で
、
高
齢
者
に
も
乗

り
や
す
い
 

▲路線バス

が通らない

道も走るコ

ミュニティ

バス 

▲コミュニティ

バスを利用して

図書館へ行く園

児たち 

▲乗車パス 

■
乗
車
パ
ス
の
申
込
方
法
は
？
 

     　
「
多
可
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

乗
車
パ
ス
交
付
申
請
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
・

各
地
域
局
ま
で
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
役
場
・
各
地
域
局
・

ア
ス
パ
ル
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
メ
ー
ル
で
の
申
し

込
み
も
で
き
ま
す
。
①
住
所

②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号

⑤
性
別
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
ア
ド
レ
ス
はkikaku@

takacho.jp

） 

 ■
フ
リ
ー
乗
降
と
は
 

　
通
常
の
バ
ス
停
以
外
で
も
乗

り
降
り
が
で
き
ま
す
。（
※
国
道
・

県
道
な
ど
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

みほん 

▼  
▼  



５ 

今
後
の
町
内
の
公
共
交
通 

　
２
月
９
日
、
役
場
会
議
室

に
お
い
て
、
第
１
回
公
共
交
通

対
策
検
討
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
委
員
会
に
は
、
議
員

や
各
種
団
体
、
地
区
な
ど
か
ら

選
ば
れ
た
１８
人
が
出
席
。委
員

長
に
は
北
川
博
巳
さ
ん（
兵
庫

県
立
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
工
学

研
究
所
主
任
研
究
員
）、副
委
員

長
に
は
藤
本
武
夫
さ
ん（
中
区

中
安
田
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
平
成
１８
年
１１
月
を
目

途
に
、
ル
ー
ト
や
運
行
形
態

な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
 

　
委
員
長
の
北
川
さ
ん
は
就

任
に
あ
た
り
、
 

「
い
ろ
ん
な
意
見
を
各
自
の

立
場
か
ら
発
言
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
れ
が
検
討
の
鍵

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
。
自
家
用
車
以

外
の
交
通
手
段
の
検
討
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

対
応
策
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
車

両
は
バ
ス
で
い
い
の
か
、
運
 

賃
・
ル
ー
ト
は
固
定
す
る
の

か
な
ど
、
運
行
形
態
は
検
討

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
合

併
し
て
広
く
な
り
ま
し
た
が
、

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
維
持
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
考

え
た
い
で
す
。
ア
イ
デ
ア
が

大
切
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
各
委
員
か
ら
現

状
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
、

３
月
に
第
２
回
委
員
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
そ
の
内
容
に
つ
い

て
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
 

第
１
回
 

公
共
交
通
対
策
検
討
委
員
会
 

【第１回公共交通対策検討委員会の模様】 
議員や各種団体、地区などから選ばれた18人で委員会は構成され
ています。今後、多可町の公共交通のあり方はここで検討されます。 

ま
た
、
路
線
バ
ス
も
で
き
ま
せ
ん
） 

　
乗
る
時
は
、道
路
左
側
で
手

を
挙
げ
て
合
図
し
て
く
だ
さ
い
。

降
り
る
時
は
、早
め
に
ボ
タ
ン
を

押
し
、運
転
手
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
。 

 ■「
乗
継
券
」っ
て
？
 

　
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
も
１

回
の
料
金
に
な
る
券
の
こ
と
。
 

　
ま
ず
、
運
賃
を
支
払
っ
て
、 

「
○
コ
ー
ス
に
乗
り
継
ぎ
ま
す
」

と
言
っ
て
、「
乗
継
券
」
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

　
そ
し
て
、
次
の
バ
ス
を
降
り

る
時
に
「
乗
継
券
」
だ
け
を
運

賃
箱
に
い
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

※
直
行
バ
ス
・
路
線
バ
ス
に
乗

り
継
ぐ
場
合
は
、
乗
継
券
と

追
加
料
金
１
０
０
円（
町
外
の
移

動
・
大
人
の
場
合
）を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。 

 ■
子
ど
も
料
金
は
？
 

 
乳
児（
１
歳
未
満
）は
無
料
。

幼
児（
１
歳
以
上
６
歳
未
満
）は

保
護
者
１
人
に
つ
き
１
人
ま
で

無
料
。
２
人
目
か
ら
は
子
ど

も
料
金（
大
人
の
半
額
）が
必
要
。
 

※
子
ど
も
は
６
歳
以
上
小
学

生
以
下
で
す
。
 

あ
い
さ
つ
 



６ 

杉
原
紙
年
賀
状
全
国
コ
ン
ク
ー
ル 

①金賞に輝いた橋詰夏美さんの作品

②～⑥は銀賞の作品 

②藤本実咲さん ③藤本優哉さん 

④草別幸徳さん ⑤久下望さん 

⑥銭漫華さん 

① 

② ② 

③ 

④ ④ 

⑤ ⑤ 

⑥ ⑥ 

　
多
可
町
が
誕
生
し
て
初
め
て
の
杉
原
紙

年
賀
状
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
旧
加
美
町
で
行
わ
れ

て
い
た
も
の
で
、
毎
年
多
く
の
杉
原
紙
を

使
っ
た
年
賀
状
が
集
ま
り
ま
す
。
今
年
も

全
国
各
地
を
は
じ
め
中
国
か
ら
、
計
１
，３

８
３
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多
可
町

が
誕
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
中
区
や
八
千

代
区
か
ら
の
作
品
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
「
犬
」
と
い
う
比
較
的
に
描
き

や
す
い
題
材
の
中
、
応
募
さ
れ
た
作
品
に

は
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
や
杉
原
紙
の
良
さ
を

上
手
に
生
か
し
た
作
品
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
金
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
橋

詰
夏
美
さ
ん（
加
美
中
）の
作
品
で
し
た
。 

　
ま
た
、
応
募
作
品
の
展
示
を
町
内
各
所（
場

所
は
７
ペ
ー
ジ
参
照
）で
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。 上／ユニークな作品が数多く集まるため、

審査員の皆さんは入賞作品を選ぶのに

ひと苦労 

下／入賞者と審査員の皆さんと町長で

記念撮影 

クローズアップ 町政 



７ 

町長からの手紙 

　
春
の
予
兆
を
感
じ
つ
つ
も
、ま
だ
ま
だ
コ

ー
ト
が
離
せ
ま
せ
ん
。 

　
皆
さ
ま
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
、お
伺
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
私
の
方
は
、あ
い
か
わ
ら
ず
超
多
忙
の
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
が
、お
か
げ
さ
ま
で
元
気

に
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
連
日
連
夜
、頭
を
痛
め
な
が
ら
に
、専
ら

１８
年
度
の
予
算
編
成
に
臨
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

  

　
心
苦
し
い
査
定
の
日
々
・・ 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
か
ら
は
、地
域
づ
く

り
や
住
民
皆
さ
ん
へ
の
福
利
向
上
施
策
と

し
て「
あ
れ
も
し
た
い
、こ
れ
も
し
た
い
」
と

の
予
算
要
望
が
あ
が
っ
て
き
ま
す
。 

　
ム
リ
と
ム
ダ
を
省
く
中
で
要
望
の
す
べ
て

を
予
算
措
置
で
き
れ
ば
簡
単
な
の
で
す
が
、

町
財
政
の
厳
し
い
実
態
が
そ
れ
を
許
し
て

は
く
れ
ま
せ
ん
。 

　
担
当
課
と
同
様
に
「
早
く
そ
れ
が
実
現

で
き
れ
ば
い
い
な
あ
」と
自
分
で
も
思
い
つ
つ
、

財
源
難
か
ら
や
む
を
得
ず
、心
を
鬼
に
し
て

多
く
の
事
業
や
施
策
の
廃
止
を
先
送
り
せ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
心
苦
し
い
査
定
の
日
々
が
あ
と
数
日
続

き
ま
す
が
、ま
ず
は
多
可
町
の
安
定
経
営
へ

の
道
筋
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

　
開
源
節
流（
源
を
開
き
流
れ
を
節
す
） 

　
こ
の
四
字
句
の
出
典
は「
荀
子
」
と
知
り

ま
し
た
。 

　
「
明
主
は
必
ず
そ
の
流
れ
を
節
し
、源
を

開
き
、而
し
て
時
に
斟
酌
す
」
と
あ
り
ま
す
。 

　
も
と
も
と
国
家
財
政
の
運
営
に
つ
い
て
の

要
諦
を
語
っ
た
も
の
で「
名
君
の
政
治
と
い

う
の
は
、必
ず
歳
出
を
抑
制
し
歳
入
の
拡

大
を
は
か
り
な
が
ら
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
こ
と
に
配
慮
す
る
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
見
し
て
当
た
り
前
で
平
凡
な
言
葉
の

よ
う
に
読
み
取
れ
ま
す
が
、私
は
特
に
こ
の

言
葉
に
常
時
行
革
の
必
要
性
と
冗
費
の
削

減
姿
勢
を
強
く
感
じ
と
り
、公
正
公
明
な

税
体
系
の
あ
り
方
と
適
切
な
徴
収
シ
ス
テ

ム
の
重
要
性
を
覚
え
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
の「
開
源
節
流
」
を
基
調
と
し
な
が
ら
、

「
安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り
」「
旧
町
の
地
域

特
性
の
保
持
」「
住
民
皆
さ
ん
の
心
の
合
併
」

を
１８
年
度
の
三
本
柱
と
位
置
づ
け
て
予
算

案
の
編
成
を
急
ぎ
、３
月
定
例
議
会
に
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  
　
各
種
の
計
画
策
定
が
始
ま
る
・・ 

　
ま
た
こ
の
間
、新
し
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
様
々
な
研
究
や
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
住
民
憲
章
に
つ
い
て
は
、住
民
の
皆
さ
ん

を
代
表
い
た
だ
き
７
名
の
委
員
さ
ん
か
ら
な

る
起
草
委
員
会
が
起
ち
上
が
り
、真
剣
な

論
議
と
慎
重
な
文
面
作
成
の
作
業
が
続
い

て
い
ま
す
。 

　
現
在
、中
区
を
走
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
始
め
と
す
る
地
域
公
共
交
通
手
段
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
、多
可
町
３
区
を
視
野

に
入
れ
た
再
構
築
へ
の
検
討
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。 

　
そ
し
て
間
も
な
く
、町
内
３
区
そ
れ
ぞ
れ

に
１５
名
の
委
員
さ
ん
で
構
成
さ
れ
る
地
域

協
議
会
の
発
足
を
み
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
計
画
策
定
の
段
階
で
す
が
、新
し
い
多
可

の
町
づ
く
り
が
住
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の

協
働
で
、着
実
に
動
き
か
け
て
い
る
こ
と
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

  

　
ま
だ
暫
く
は
寒
い
日
々
が
続
き
ま
す
。風

邪
な
ど
引
か
れ
ま
せ
ぬ
よ
う
に
…
。 

　      

　 

（
平
成
１８
年
２
月
１７
日
　
記
） 

      （
加
美
中
） 

  （
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
） 

（
松
井
小
） 

（
松
井
小
） 

（
神
戸
市
立
住
吉
中
） 

（
三
水
区
西
南
第
八 

 

小
・
中
国
） 

     

◆
金
　
賞 

　
橋
詰
夏
美 

 

◆
銀
　
賞 

　
草
別
幸
徳 

　
藤
本
実
咲 

　
藤
本
優
哉 

　
久
下
　
望 

　
銭
　
漫
華 

 

◆
銅
　
賞 

　
小
郷
真
彦 

　
高
橋
健
吾 

　
高
田
万
美
加  

　
畑
中
一
翔 

　
戸
田
光
哉 

　
杉
原
弘
一 

　
植
山
郁
未 

　
池
田
星
奈 

　
前
川
智
美 

　
篠
原
　
桃 

　
　
　
永
安 

 

◆
特
別
賞  

　
植
山
楓
馬 

　
小
西
雄
大 

　
松
田
有
咲 

　
徳
原
優
子 

　
藤
本
大
輝 

　
永
山
幸
樹 

　
丸
山
貴
大 

　
藤
田
真
里
奈 

　
竹
本
篤
生 

　
田
正
司
実
波 

　
藤
原
宗
也 

　
向
井
理
紗 

　
吉
川
亜
希 

　
井
上
卓
磨 

　
藤
村
明
日
加 

　
桜
本
杏
奈 

　
名
生
友
希 

　
市
位
　
翼 

　
今
中
俊
介 

　
近
澤
秀
紀 

　
小
島
祐
美
香 

　
大
路
み
さ
き 

　
廣
澤
奈
美 

　
　
　
雅
文 

　
　
　
仲
華 

　
廬
　
志
剣 

　 　
李
　
穎
欣 

 

　
林
　
凱
倫 

　
李
　
耀
偉 

入
賞
者 

（
敬
称
略
） 

 （
北
は
り
ま
養
護
学
校
） 

（
杉
原
谷
小
） 

（
杉
原
谷
小
） 

（
杉
原
谷
小
） 

（
松
井
小
） 

（
松
井
小
） 

（
八
千
代
南
小
） 

（
八
千
代
南
小
） 

（
八
千
代
南
小
） 

（
八
千
代
南
小
） 

（
三
水
中
学
附
属
初
中 

 

・
中
国
） 

 （
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
） 

（
中
町
幼
稚
園
） 

（
中
町
北
小
） 

（
中
町
北
小
） 

（
中
町
南
小
） 

（
中
町
南
小
） 

（
中
町
南
小
） 

（
杉
原
谷
小
） 

（
杉
原
谷
小
） 

（
杉
原
谷
小
） 

（
杉
原
谷
小
） 

（
松
井
小
） 

（
松
井
小
） 

（
松
井
小
） 

（
松
井
小
） 

（
八
千
代
西
小
） 

（
八
千
代
北
小
） 

（
八
千
代
北
小
） 

（
加
美
中
） 

（
小
野
養
護
学
校
） 

（
神
戸
市
立
高
取
台
中
）

（
宍
粟
市
立
山
崎
西
中
） 

（
赤
穂
市
立
高
雄
小
） 

（
西
南
第
八
小
・
中
国
） 

（
三
水
華
僑
中
・
中
国
） 

（
三
水
区
中
心
幼
稚
園・

中
国
） 

（
三
水
区
西
南
中
心
小・

中
国
） 

（
三
水
実
験
小
・
中
国
） 

（
三
水
実
験
小
・
中
国
） 

■
期
間
・
場
所 

・
３
月
１２
日（
日
）ま
で 

　
那
珂
ふ
れ
あ
い
館 

・
３
月
１３
日（
月
）〜
２４
日（
金
） 

　
八
千
代
公
民
館 

・
３
月
２５
日（
土
）〜
４
月
末 

　
和
紙
博
物
館 

■
問
合
先 

　
産
業
振
興
課
1（
３２
）２
３
８
８ 

応
募
作
品
を
す
べ
て 

展
示
し
ま
す
。 

か
い
げ
ん
せ
つ
り
ゅ
う 

じ
ゅ
ん
し 

し
ん
し
ゃ
く 

し
か 

よ
う
て
い 

し
ば
ら 
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住
民
憲
章
の
制
定
に
向
け
、起
草
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト 

区　　分 

議　　会 

中　　区 

 

加 美 区 

 

八千代区 

氏　　名 

小林　　治 

高橋　欣也 

吉田　恵子 

盛田　義宣 

寺尾　友子 

常見　尚志 

渡辺　春美 

◎委員長、○副委員長 

■
問
合
先
　
企
画
課
　
（
32
）
２
３
８
１ 

　
１
月
３１
日
、
住
民
代
表
７

人
か
ら
な
る
多
可
町
住
民
憲

章
起
草
委
員
会
を
設
置
し
、

町
民
の
目
標
や
理
念
な
ど
を

定
め
る
住
民
憲
章
の
検
討
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
委
員

長
に
元
学
校
長
で
区
長
の
常

見
尚
志
さ
ん（
八
千
代
区
）を
選

出
し
、
他
市
町
住
民
憲
章
の

事
例
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

　
２
月
８
日
に
は
第
２
回
目

の
委
員
会
を
開
き
、
具
体
的

な
憲
章
案
づ
く
り
に
動
き
出

し
ま
し
た
。
委
員
全
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
案
を
持
ち
寄
り
、

文
章
・
文
字
の
一
つ
ひ
と
つ

ま
で
検
討
し
、
案
づ
く
り
を

進
め
ま
し
た
。 

　「
健
康
」や「
み
ど
り
」、「
文

化
」や
「
産
業
」
な
ど
、
新
町

の
特
色
を
ど
の
よ
う
な
言
葉

で
表
現
す
る
か
、
ま
た
、
そ

の
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
文
章

に
盛
り
込
ん
で
い
く
か
な
ど

に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り
話
し

合
い
を
重
ね
ま
し
た
。 

　
３
月
上
旬
ま
で
に
さ
ら
に

３
〜
４
回
の
委
員
会
を
開
き
、

最
終
案
を
町
長
に
提
出
。
議

会
の
議
決
を
経
て
、
５
月
２８

日
開
催
の
「
多
可
町
誕
生
記

念
式
典
」で
新
憲
章
と
し
て
披

露
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

▲第２回多可町住民憲章

起草委員会の模様（２月

８日）。各委員から思い

のこもった意見が出され、

徐々に住民憲章の内容が

形作られた。 

クローズアップ 町政 
 

多可町住民憲章起草 
委員会委員  （敬称略） 
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多
可
町
誕
生
・
山
田
錦
生
誕
70
周
年
記
念
事
業 

●
問
合
先
　
山
田
錦
生
誕
70
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

（
産
業
振
興
課
内
）　（
32
）２
３
８
８
　
　
　 

„
日
本
酒
で
乾
杯
の
町
“宣
言 

３
月
５
日（
日
）、山
田
錦
発
祥
の
里 

　
酒
米
の
最
高
峰
「
山
田
錦
」

が
昭
和
１１
年
２
月
２７
日
に
誕

生
し
、
平
成
１８
年
で
満
７０
歳

を
迎
え
ま
し
た
。 

　
旧
中
町
で
は
、
特
産
品
づ

く
り
・
加
藤
登
紀
子„
日
本
酒

の
日
コ
ン
サ
ー
ト
“・
か
か
し

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
を
通

し
て
、
山
田
錦
発
祥
の
里
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
回
多
可
町
と
し
て
、
多

可
町
誕
生
・
山
田
錦
生
誕
７０

周
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

登
紀
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

„
日
本
酒
で
乾
杯
の
町
“宣
言

を
行
い
、
多
可
町
は
『
山
田

錦
発
祥
の
里
』
、
『
日
本
酒
で

乾
杯
の
町
』
と
し
て
全
国
に
向

け
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 

 

■
と
　
き 

　
３
月
５
日（
日
） 

■
と
こ
ろ 

　
べ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル 

■
入
　
場
　
無
料 

と　　き 

午前９時55分 

午前10時 

と こ ろ 

ベルディー 
ホール 

ベルディー 
ホール 

　　　　　内　　　容 

オープニングセレモニー 

和太鼓衆“響”演奏 

山田錦のスライドなどの放映 

加藤登紀子と“日本酒で乾杯の町”宣言 

和太鼓衆“響”演奏 

記念式典 

「北播磨四季彩 きらっと ふれあい物語」冬イベント 

と　　き 

正　　午 

午後１時30分 

午後２時30分 

と こ ろ 

　 

ベルディー 
ホール 

ベルディー 
ホール 

ベルディーホール 
東側道路 

（歩行者天国） 

　　　　　内　　　容 

よさこいストリート 

マジックショー 

魔女っ子マジシャン“瞳ナナ＆ステファニー” 

よさこい冬の陣 in Taka 
よさこい踊りの競演 

その他のイベント 

■と　き　午前10時～ 

■ところ　ベルディーホール・その周辺 

・山田錦の生誕記録のパネル展示 
・山田錦で造った酒の展示・即売 
・特産品の販売 
・百日どりなどの特産品を使った「北播磨まんぷく鍋」 
・フリーマーケット 

（上）山田錦がつくりだす酒（右）山田

錦の稲穂を持って歌う登紀子さん（昨

年の日本酒の日コンサートより） 
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た か ち ょ う  た か ち ょ う  

スケッチ 
ブック 

スケッチ 
ブック 

24
時
間
テ
レ
ビ
か
ら 

　
２４
時
間
テ
レ
ビ
「
愛
は
地

球
を
救
う
」
で
集
ま
っ
た
募

金
か
ら
、
毎
年
多
く
の
施
設

に
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
用
具
が

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

１
月
１７
日
、
そ
の
中
か
ら
あ

す
な
ろ
の
郷（
八
千
代
区
中
野
間
）

に
ス
ロ
ー
プ
付
き
普
通
自
動

車
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
で
、
車
イ
ス
で
の
移
動
も

ぐ
っ
と
楽
に
な
る
そ
う
で
す
。
 

火
災
か
ら
文
化
財
を
守
れ 

心
ふ
れ
合
う 

「
ま
ち
」
を
め
ざ
し 

貴
重
な
文
化
財
を
搬
出
 

　
１
月
３１
日
、
文
化
財
防
火

デ
ー
に
伴
い
、
極
楽
寺（
八
千

代
区
中
野
間
）で
火
災
が
発
生

し
た
と
い
う
想
定
の
も
と
、

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
火

災
か
ら
国
指
定
重
要
文
化
財

の
「
六
道
絵（
三
幅
）」
な
ど
を

守
る
た
め
、
近
隣
住
民
や
役

場
職
員
な
ど
が
文
化
財
の
搬

出
や
消
火
活
動
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
 

　
訓
練
後
、
住
職
か
ら
文
化

財
の
説
明
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
改
め
て
そ
の
貴
重
さ
を

実
感
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
 

訓
練
後
、
六
道
絵
を
鑑
賞
 

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で 

　
平
成
１７
年
の
兵
庫
県
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
、「
広
報
Ｎａ
 

Ｋａ
」５
月
号
が
広
報
紙
部
門
 

（
町
村
の
部
）で
特
選
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
 

　
今
後
、
「
広
報
た
か
」
も
充

実
し
た
広
報
紙
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

図
書
館
を
特
集
し
た
 

「
広
報
Ｎ
ａ
Ｋ
ａ
」５
月
号
 

み
ん
な
の
善
意
の
結
晶
で
す 

▲
 

▲
 

▲
 

▲
 

お
互
い
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
 

▼
 　

２
月
１８
日
、
人
権
を
考
え

る
多
可
町
民
の
集
い
が
ベ
ル

デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
。
人

権
作
文
・
詩
・
ポ
ス
タ
ー
の

入
選
者
の
表
彰
、
発
表
に
続

い
て
、
「
浦
野
兄
弟
と
盲
導

犬
ジ
ェ
ー
ム
ス
」
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ご
兄
弟
の
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク
と
な
つ
か

し
い
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
に
会

場
は
魅
了
さ
れ
、
ジ
ェ
ー
ム

ス
君
の
愛
嬌
あ
る
寝
顔
に
ほ

の
ぼ
の
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

ろ
く
ど
う
え
 

あ
い
き
ょ
う
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「
恐
ろ
し
さ
」
を
忘
れ
な
い 

八
千
代
公
民
館
で
行
わ
れ
た
 

文
化
祭
 

　
２
月
１１
・
１２
日
、
文
化
祭
・

公
募
美
術
展
・
子
ど
も
作
品

展
・
公
民
館
講
座
生
作
品
展

な
ど
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
会

場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
ズ

ラ
リ
と
並
ん
だ
す
ば
ら
し
い

絵
や
書
、
写
真
、
生
花
な
ど

の
作
品
に
目
を
奪
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
 

ま
ち
の
芸
術
大
集
合 

芸
達
者
が
一
同
に 

右／勇壮な津軽

三味線の音色 

左／中央公民館

播州歌舞伎クラ

ブの熱のこもっ

た演技 

▲震災の体験談に驚く児童たち（八千代西小） 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

１１
年
が
経
過
。
１
月
〜
２
月

に
か
け
て
、
そ
の
恐
ろ
し
さ

を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
防
災

訓
練
や
親
子
学
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

　
加
美
中
学
校
で
は
震
度
５

強
の
地
震
発
生
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
藤
校
長
先
生
は
生
徒
た
ち

に
、「
い
ざ
と
い
う
時
に
は
、

迅
速
な
行
動
が
必
要
。
特
に

地
震
の
場
合
は
、
上
か
ら
の

落
下
物
に
気
を
つ
け
て
避
難

を
し
ま
し
ょ
う
」
と
注
意
点

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
１
月
２２
日
、
多
可
町
が
誕

生
し
て
初
め
て
の
芸
能
祭
が

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
歌
舞
伎
・
ダ
ン
ス
・

詩
吟
・
三
味
線
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
出
演
し
た
皆

さ
ん
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。
 

　
最
後
は
、
中
町
北
小
学
校

播
州
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
の
「
義

経
千
本
桜
　吉
野
山
　
静
・
忠

信
道
行
の
場
」。„
早
見
の
藤
太
“

と
家
来
た
ち
の
滑
稽
な
演
技

が
会
場
の
笑
い
を
誘
い
ま
し

た
。
 

„
早
見
の
藤
太
“と
家
来
た
ち
の
掛
け

合
い（
中
町
北
小
学
校
播
州
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
） 

来
場
者
も
見
と
れ
る
作
品
が
そ

ろ
っ
た
公
募
美
術
展 

▲
 

▲
 

▲
 災

害
発
生
時
に
は
迅
速
な
行
動
が
必
要
 

▲
 

こ
っ
け
い
 

（
加
美
中
）
 



１２ 

桜 本 杏 奈 さん 
（八千代西小学校５年） 

『「成」ははらいの所がたいへんでした。「長」は難
しかったです。とくにバランスがとりにくかった
です。でも、うまく書けたと思います』 

神 崎 修 平 くん 
（杉原谷小学校６年松組） 

『家の屋根や信号機などの細々した部分の色塗りが
大変でした。でも、最後まであきらめずにがんば
りました』 

三 宅 真 奈 さん 
（松井小学校３年花組） 

『「は」のまわす所をがんばりました。「と」は１画
目と２画目の始まりを一緒の高さにそろえるよう
に気をつけました』 

吉 田 昌 記 くん 
（中町南小学校５年雪組） 

『版画の板を彫る時に、まっすぐ彫れなくて苦労し
たけれど、ゆっくり彫ったらうまくできました。
色をつける時が、とても楽しかったです』 

しゅうへい 

【タイトル】僕のまち 
あ ん な 

【タイトル】異次元の渦 

ま さ き ま な 

中
区
鍛
冶
屋 

遠
藤
修
二
さ
ん
・
真
由
美
さ
ん 

夫
妻
の
お
子
さ
ん 

誠
也
く
ん
（
８
歳
） 

せ

い

や

 

☆
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

『
弟
思
い
の
誠
也
。
お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
陸
は
い
つ

も
お
兄
ち
ゃ
ん
の
側
に
ベ
ッ
タ
リ
!!
誠
也
は
野
球
が
大
好

き
で
、
陸
は
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
、
ダ
ン
プ
カ
ー
が
大
好
き
。

マ
マ
は
こ
ん
な
２
人
が
大
好
き
で
す
。 

　
２
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く

育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
い
つ
ま
で
も
、
兄
弟
仲
良

し
で
い
て
ね
』 

り
く 陸

　
く
ん
（
２
歳
） 

我が家の 

アイドル 

ぼくと私の作品展 
毎月、町内の小学生の作品（絵画・書道・工作など）を紹介します。 

ぼくと私の作品展 



１３ 

優
　
勝
　
加
美
中
野
球
部
B 

　
　
　
　
１
時
間
４６
分
３９
秒 

準
優
勝
　
イ
ノ
ウ
エ
エ
ン
ブ 

　
　
　
　
１
時
間
４６
分
５２
秒 

第
３
位
　
多
可
高
校
野
球
部 

　
　
　
　
１
時
間
４９
分
８
秒 

【
区
間
賞
】 

１
区
　
松
下
幸
二
郎
さ
ん 

２
区
　
津
田
　
早
希
さ
ん 

３
区
　
村
上
　
功
樹
さ
ん 

４
区
　
松
田
　
佳
也
さ
ん 

５
区
　
野
々
口
範
一
さ
ん 

６
区
　
櫻
井
　
邦
亮
さ
ん 

７
区
　
宮
崎
　
翔
吾
さ
ん 

第
51
回 

加
美
区
内
一
周 

駅
伝
大
会 

 

　
　
　
　
　（
１
月
29
日
） 

北
播
磨
管
内 

子
ど
も
会
親
善 

サ
ッ
カ
ー
大
会 

　
　
　
　
　 

（
２
月
５
日
） 

【
男
子
の
部
】 

準
優
勝
　
八
千
代
区
大
和 

公
募
美
術
展 

　
　
　
　（
２
月
11
・
12
日
） 

安
平
ひ
と
み
さ
ん 

（
中
区
岸
上
） 

　
公
募
さ
れ
た
多
く
の
作
品

の
中
か
ら
、
次
の
皆
さ
ん（
町

内
の
方
の
み
）が
特
別
賞
以
上

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【
女
子
の
部
】 

優
　
勝
　
八
千
代
区
北
部 

優
勝
お
め
で
と
う 

堂
々
の
準
優
勝 

中
町
ス
ポ
少
バ
レ
ー
30
周
年
記
念 

第
１
回 

多
可
町
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

中
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

全
員
、
元
気
よ
く
ス
タ
ー
ト 

【
彫
塑
・
工
芸
の
部
】 

繁
縄
儀
一
さ
ん 

（
八
千
代
区
坂
本
） 

【
書
の
部
】 

最
優
秀
賞
・
神
戸
新
聞
社
賞 

藤
井
智
明
さ
ん 

（
中
区
中
村
町
） 

最
優
秀
賞
・
神
戸
新
聞
社
賞 

優
秀
賞 

畑
中
一
博
さ
ん 

（
加
美
区
大
袋
） 

【
写
真
の
部
】 

審
査
員
特
別
賞 

優
秀
賞 

新
見
和
江
さ
ん 

（
中
区
安
楽
田
） 

中
ラ
イ
オ
ン
ズ
賞（
特
別
賞
） 

石
塚
豊
一
さ
ん 

（
中
区
中
村
町
） 

藤
村
富
子
さ
ん
が 

新
し
い
行
政
相
談
員
に 

　
安
藤
弘
道
さ
ん
に
代
わ
り
、

藤
村
富
子
さ
ん（
加
美
区
奥
荒

田
）が
、
２
月
１
日
か
ら
行
政

相
談
員
と
し
て
、
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

表
彰
式 

第
３
位 

▲高い攻撃力を誇った中町スポ少 

みんなに 

はな 
ま　る 

▲
 

▲
 

▲
 

▲
 



１４ 

ベルディーだより 

EVENT GUIDE

【問合先】 
ベルディーホール 
1（32）1300

今後のイベント情報 

ベルディーホール自主公演事業 

演劇セミナー発表公演 
『グッドバイ』～宮澤賢治｢銀河鉄道の夜｣より～ 
チケット好評発売中 
　昨年１２月の演劇セミナー募集で町内外から
集まったセミナー生たちが、劇団「ランニング
シアターダッシュ」の演劇指導のもと、１つの
お芝居を作り上げます。今年も感動のフィナ
ーレに向けて、セミナー生たちも裏方さんた
ちもがんばっています。どうぞ、お楽しみに!! 
 
楽しいプレイベントのお知らせ 

小学生演劇教室参加者募集 
■募集人数　３０人程度 
■対　　象　小学４年生～６年生 
■受 講 料　２,０００円 
■内　　容　劇団「ランニングシアターダッシュ」の 
　演劇教室。みんなで３月２５日の舞台に立と
　う！ 
■日　　程　３月１８日、２２～２５日の５日間 
■申 込 先　ベルディーホール 
■締　　切　３月８日（水） 
 
ベルディーホール自主公演事業 

佐渡裕＆兵庫芸術文化センター
管弦楽団 
３月11日(土) 
開演午後４時(開場午後３時30分) 

『チケットは完売いたしました。ありがとうご
ざいました』 
 

【訂　正】 
　広報たか２月号でお知らせしていました『３
月１１日（土）佐渡裕氏吹奏楽クリニック』は、
一般入場することができません。ご了承くだ
さい。 

　２００６年度友の会会員募集中です。ぜひ、ご
家族・お友達もお誘い合わせのうえ、ご入会
ください。皆さんのご入会を心よりお待ちし
ています。 

■友の会特典 

●情報紙「友の会だより」で、ホールの催しや
　公演情報を早くお知らせします。 

●一般前売りより１週間早く優先予約できます。
　電話予約もできます。（１会員につき１座席）

●自主公演の割引券（５００円）を１枚差しあげます。

■申込方法 
　ベルディーホールにある入会申込書に記入
のうえ、年会費１,５００円を添えて、窓口または
郵便局までお持ちください。 

　２００６年度事業の特典を受けるためには、新
しいメンバーズカードが必要ですので、お早
めに手続きをお済ませください。 

２００６年度友の会会員募集 

し こ み 話  

　去る２月４日（土）に、各地区で街角ミニコン
サートを行いました。自主公演事業『佐渡裕＆兵
庫芸術文化センター管弦楽団』に先立ち、『佐渡
裕“ジャジャジャジャーンを楽しむ会”』が企画
したこのプレイベントは、「クラシックは敷居が
高い」と思っている方や子どもたちに、もっと
身近にクラシックを感じていただこうとしたも
のでした。八千代区では八千代公民館、中区で
は多可町図書館、加美区では杉原谷小学校で行い、
多くの人に見に来ていただきました。中にはモ
ーツァルトでウトウトしてしまう子どもや演奏
後に握手を求める子もいて、クラシックの心地
良さと素晴らしさが少しでも伝わったのではな
いかと思っています。ミニコンサート後には、
たくさんの皆さんにチケットをご購入いただき、
おかげで臨時席を含め完売となりました。 
　今後もこのような事業、プレイベントがあり
ましたら、広報紙やチラシなどを通して、皆さ
んに伝えていきますので、ぜひ足をお運びくだ
さい。 

　
プ
ロ
の
音
色
に
聞
き
入
る（
２

月
４
日
、杉
原
谷
小
学
校
に
て
） 

▼
 



１５ 

『グッドバイ』 
～宮澤賢治「銀河鉄道の夜」より～ 

作・演出：大塚雅史　指導・共演：劇団「ランニングシアターダッシュ」 

●と　き　３月25日（土）午後６時30分開演 
●ところ　ベルディーホール 

●料　金　大人1,000円・学生（高校生以下）500円（※当日は大人のみ500円増） 

　プロと同じ舞台に立っ
たり、目上の人といっぱ
い知り合い、考え方を聞
いたりするのは学校では
なかなかできない経験で、
勉強になります。今年は
もう受験生。高校時代に
演劇ができる機会も少な
くなってきたので、今回
は思い切りやりたいです。 
梅田大典さん（中区牧野） 

　演劇セミナーへは今回
が初めての参加ですが、
みんな親しみやすくて楽
しいです。本番では、自
分の個性を引き立てるよ
うな演技がしたいです。 
藤井彩香さん（西脇市） 

　今回で演劇セミナーへ
の参加は７回目。一回舞
台に立ったらクセになり
ます。観るだけでもおも
しろいけど、自分がやら
ないと後悔しそうで…。
練習も本番も終わった後
は、本当に気持ちよくて
楽しいです。それが観て
る人にも伝わればいいな
と思います。 
岸本ますみさん（加美区山口） 

　
友
人
Ｋ
が
残
し
て
い
っ
た

一
遍
の
物
語
。
頁
を
め
く

れ
ば
、
二
人
で
駆
け
抜
け

た
季
節
が
よ
み
が
え
る 

　
脚
本
家
Ｍ
は
、
現
在
、
宮

澤
賢
治
の「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

を
戯
曲
化
し
て
い
る
。
古
く

か
ら
の
友
人
Ｋ
が
天
国
へ
と

旅
立
っ
た
。
列
車
事
故
に
遭

っ
た
の
だ
。
崩
壊
し
た
車
両

の
瓦
礫
の
中
に
、
一
冊
の
本

を
見
つ
け
た
。
懐
か
し
い
物

語
の
頁
を
め
く
れ
ば
、
二
人

で
過
ご
し
た
あ
の
夏
の
放
課

後
が
蘇
る
。 

　
夕
暮
れ
の
教
室
。
僕
ら
は

二
人
で
物
語
を
書
く
。
そ
れ
は
、

演
劇
部
で
上
演
す
る
た
め
の

脚
本
。
原
作
は「
銀
河
鉄
道
の

夜
」
。
Ｋ
が
選
ん
で
き
た
。

物
語
世
界
へ
と
旅
立
つ
二
人
。

宇
宙
を
北
か
ら
南
へ
、
天
の

川
に
沿
っ
て
走
る
そ
の
列
車
。

ず
ぶ
濡
れ
の
親
友
を
天
国
へ

と
運
ん
で
行
く
。
…
そ
し
て

友
人
Ｋ
も
ま
た
、
天
国
行
き

の
列
車
が
出
発
す
る
駅
を
探

し
て
い
た
。 

　
戯
曲
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
執

筆
と
稽
古
と
上
演
。
小
説
「
銀

河
鉄
道
の
夜
」
の
め
く
る
め

く
物
語
世
界
。
親
友
Ｍ
が
過

ご
し
た
少
年
時
代
。
そ
し
て
、

現
在
へ
。
虚
構
の
駅
と
記
憶

の
ト
ン
ネ
ル
と
現
実
の
鉄
道

を
通
り
過
ぎ
、
二
人
を
乗
せ

た
列
車
は
、
あ
の„
鉄
道
事
故

現
場
“へ
と
辿
り
つ
く
…
。 

た
ど 

が

れ

き

 

よ
み
が
え 

ペ
ー
ジ 

ぬ 

け
い
　
こ 



16

年
金
広
報 

ぼ
ん
え
る
ふ

ぼ
ん
え
る
ふ

国
民
年
金
保
険
料
を
 

一
括
し
て
前
払
い（
前
納
）

す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。
 

 　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎

月
納
め
る
方
法
と
、
１
年
分
・

６
カ
月
分
を
一
括
し
て
前
払

い
で
納
め
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

（
前
払
い
の
場
合
割
引
が
あ
り
ま
す
） 

　
ま
た
、
前
払
い
に
は
、
現

金
で
納
め
る
方
法
と
口
座
振

替
で
納
め
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
 

 

こ
の
お
得
な
制
度
を
利

用
す
る
に
は
…
…
 

 　
口
座
振
替
で
の
１
年
分
・

６
カ
月
分
の
前
納
は
、
３
月

中
に
社
会
保
険
事
務
所
で
の

事
前
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、

お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
手
続
き
は
加
古
川

社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
、

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関

の
窓
口
で
で
き
ま
す
。
 

（
※
年
金
手
帳
な
ど
の
基
礎
年

金
番
号
の
わ
か
る
も
の
・
預

金
通
帳
・
預
金
通
帳
届
出
印

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
 

■
問
合
先
　
住
民
生
活
課
 

　
　
　
　
　
1（
32
）２
３
８
３
 

１年分で比較すると（平成18年度） 

現金で毎月納めると　166,320円　月額13,860円×12カ月 

現金で前納すると　　163,370円　2,950円割引 

口座振替で前納すると162,830円　3,490円割引 

６カ月分で比較すると（平成18年度） 

現金で毎月納めると　83,160円　月額13,860円×６カ月 

現金で前納すると　　82,480円　680円割引 

口座振替で前納すると82,220円　940円割引 

４
月
か
ら
月
々
の
保
険

料
が
２
８
０
円
引
き
上

げ
ら
れ
、
月
額
１
３
，８

６
０
円
に
な
り
ま
す
。
 

 

４
月
１
日（
土
）、の
じ
ぎ
く 

兵
庫
国
体
　
県
予
選
開
催 

　
４
月
１
日（
土
）、
ア
ス
パ

ル
で
『
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
兵
庫
県

予
選
』
を
開
催
し
ま
す
。
昨

年
８
月
に
ア
ス
パ
ル
で
開
催

の
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
 

          活
躍
し
た
『
兵
庫
選
抜
』
チ
ー

ム
や
県
内
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
観
戦
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
３
月
か
ら
国
体
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で『
は
ば
タ
ン
グ
ッ

ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
』
を

始
め
ま
し
た
。
抽
選
で
か
わ

い
い
は
ば
タ
ン
グ
ッ
ズ
が
当

た
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
し

ど
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
!!
 

・
２
月
１２ 
日
、
多
可
町
文
化

祭
会
場
で
『
は
ば
タ
ン
と
写
真

を
撮
ろ
う
会
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
国
体
行

事
へ
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

・
２
月
２３
日
、
ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー

ル
で
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
多

可
町
実
行
委
員
会
設
立
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
多
可
町

ら
し
い„
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
“

の
成
功
に
向
け
、
実
行
委
員

全
員
で
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

 ■
問
合
先
 

　
教
育
課
国
体
推
進
室
 

　
1（
３２
）５
１
２
２
 

▲はばタンと“パチリ” 

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
だ
よ
り 
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図書館通信 

No.5

ありがとうをわすれると 
山下明生／作　ナメ川コーイ／絵 

涙が出るほどいい話 
「小さな親切」運動本部／編 

　苦しい時、悲しい時、励ましの思い
やりにどんなに勇気づけられることか
…。人間だれもが持っている「温かさ」「清
らかさ」を再認識させてくれる感動・共
感の話。 

これだけは知っておきたいシリ
ーズ全20巻　　ポプラ社 

　役に立つ常識満載、もの知り博士を
めざそう！ 

死に方、六輔の。 
永六輔・矢崎泰久対談　飛鳥新社 

　「死」を迎えるその日までに、自分の
生き様を整理し、「死」を迎える覚悟と
準備をする。六輔流、この世と笑って
サヨナラする方法。 

ぼく、だんごむし 
得田之久／ぶん 
たかはしきよし／え 
福音館書店 

　ある家の庭で仲間たちとくら
しているだんごむしの絵本です。 

今月おすすめの5冊 

【八千代図書室】 

【加美図書室】 

【多可町図書館】 

【問合先】 
多可町図書館　（32）5170 
加美図書室　　（35）0080 
八千代図書室　（37）0596

　３月９日は「ありがとうの日」。皆さん普段から
身近な人に感謝の気持ち伝えていますか。この
機会に一度振り返ってみてはいかがでしょうか。 
　暑いからと、翼を仰いで風を送ってくれたコ
ウモリたち。でも、ネズミくんは、助けてくれ
たみんなにお礼の言葉を言わなかった。お礼を
言わなかったネズミくんは…。 

ひとりずもう 
さくらももこ／著　小学館 

　さくらももこ６年ぶりの書き下ろし。
著者が最も得意とする少女時代に加え、
今まで書いたことのない「思春期」「青春」
のエピソ－ドが満載です。 

３月５日（日）　午前10時30分～ 

講談社おはなし隊の来館 
（楽しい『おはなし』をたくさんのせ
て、『おはなし隊』のキャラバンカ
ーが多可町図書館にやって来ます） 

３月５日（日）・26日（日） 

播州織を使ったしおりづくり 

３月26日（日） 

中学生の一日館長 

小栗栖真弓さんのストーリーテリング 

（幼児対象） 

午後１時30分～ 

（小学１～４年対象） 

午後２時～ 

（小学５年生～大人対象） 

午後２時40分～ 

３月29日（水）　午後７時30分～ 

「図書館だ～いすき」フォーラム 

　
図
書
館
が
開
館
し
て
、
３

年
を
迎
え
、
３
月
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
物
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
図
書

館
へ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
一
日
図
書
館
長
募
集
】 

　
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら

な
い
図
書
館
の
中
身
。
図
書

館
が
大
好
き
な
あ
な
た
も
、

図
書
館
の
仕
事
っ
て
ど
ん
な

の
と
思
っ
て
い
た
あ
な
た
も
、

ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

■
対
　
象
　
町
内
中
学
生 

　（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

■
応
募
期
間 

　
３
月
１
日（
水
）〜
１５
日（
水
） 

■
問
合
先
　
多
可
町
図
書
館 

 



１８ 

お
元
気
で
す
か 

栄
養
士
で
す 

●
子
ど
も
課
・
健
康
福
祉
課 

　
　（
32
）５
１
５
１ 

食事バランスガイド 
～バランスのとれた食事で健康生活～ 

　
近
年
、
私
た
ち
の
食
生
活

は
大
き
く
変
化
し
、
野
菜
の

摂
取
不
足
や
塩
分
・
脂
肪
の

と
り
過
ぎ
、
男
性
を
中
心
と

し
た
肥
満
者
の
急
速
な
増
加
、

さ
ら
に
は
子
ど
も
の
肥
満
な
ど
、

生
活
習
慣
病
の
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
、

私
た
ち
が
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
１
日
に
「
何
を
」
「
ど
れ

だ
け
」食
べ
た
ら
よ
い
か
が
一

目
で
分
か
る
食
事
の
目
安
と

し
て
、
厚
生
労
働
省
と
農
林

水
産
省
で
作
成
し
た
の
が「
食

事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」で
す
。 

　 正
し
く
ま
わ
そ
う
！ 

食
生
活
の
「
コ
マ
」 

　
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

は
全
体
が
「
コ
マ
」の
形
で
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
マ
の

本
体
は
１
日
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
、

軸
は
必
要
な
水
分
、
そ
し
て

コ
マ
を
回
転
さ
せ
る
の
は
、

適
度
な
運
動
で
す
。 

　
コ
マ
は
、
食
事
バ
ラ
ン
ス

と
適
度
な
運
動
が
与
え
ら
れ

て
初
め
て
安
定
し
て
回
転
し

ま
す
。
偏
り
の
あ
る
食
事
を

と
っ
た
場
合
、
コ
マ
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
、
私 

食事バランスガイド 

菓子・嗜好飲料はコマを

回すためのヒモ 

　菓子・嗜好飲料は「楽し
みながら適度に」というメッ
セージを示しています。 

 

→
 

※SV…サービングの略で、各料理について１回
あたりの標準的な量を大まかに示すもの。左の
イラストの料理例を合わせると、およそ2200kcal。
ほとんど１日中座って仕事をしている運動習慣の
ない男性にとって１日分の適量を示しています。 

しこう 



１９ 

西脇消防署中分署発　　　  中分署1（32）0119

消防通信 vol.４ 
「住宅用火災警報器の設置が 

義務づけられました。」 

　
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
増

加
中
で
、
そ
の
原
因
の
約
６

割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
の
逃
げ
遅
れ
に
よ

る
死
者
を
減
ら
す
た
め
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
築
住
宅
な
ど
は
、
６
月
１

日
か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。
既
存
の
住
宅
で
も

５
年
以
内
に
設
置
が
必
要
で
す
。 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

火
災
に
よ
っ
て
発
生
す
る
煙

を
い
ち
早
く
感
知
し
、
大
き

な
音
で
住
宅
内
に
火
災
を
知

　 
         

ら
せ
る
も
の
で
す
。
天
井
に

設
置
す
る
タ
イ
プ
と
壁
に
か

け
る
タ
イ
プ
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
基
本
的
な
取
り
付
け
場

所
は
、
寝
室
の
ほ
か
、
条
件

に
よ
り
階
段
や
廊
下
に
設
置

が
必
要
で
す
。
台
所
に
も
積

極
的
に
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

※
詳
し
く
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
し
わ
き
た
か

２
月（
第
５８
号
）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は 

に
し
た
か
消
防
本
部 

予
防
課

1（
２２
）０
１
１
９ 

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン 

1（
２３
）６
１
０
６ 

◆
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　（
自
動
案
内
） 

　
1（
２３
）７
７
４
４ 

ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
活
用
し
て

食
生
活
の
見
直
し
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

 

た
ち
の
健
康
も
保
て
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

　
「
５
つ
の
区
分
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
事
に
と
り
こ
む
こ
と
」

「
十
分
な
水
分
を
と
る
こ
と
」

「
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
、
お

酒
な
ど
の
嗜
好
飲
料
は
楽
し

く
適
度
に
」
、
そ
し
て
「
適
度

な
運
動
を
行
う
こ
と
」
こ
の
よ

う
に
し
て
、
正
し
く
コ
マ
を

回
転
さ
せ
る
こ
と
が
、
健
康

的
な
食
生
活
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。 

　
毎
日
の
健
康
は
、
食
生
活

が
基
本
で
す
。「
食
事
バ
ラ 

「主食」「主菜」「副菜」「牛乳・乳製品」

「果物」の５つに料理を区分しています。
ごはんを中心におかずを組み合わせると
いう伝統的な日本の食事パターンである
という考え方が基本になっています。 

【１日分】 

5～7 
つ（SV） 

主食（ごはん・パン・麺） 
ごはん（中盛り）だったら４杯程度 

5～6 
つ（SV） 

副菜（野菜・きのこ・いも・海草料理） 
野菜料理５皿程度 

3～5 
つ（SV） 

主菜（肉・魚・卵・大豆料理） 
肉・魚・卵大豆料理から３皿程度 

2 
つ（SV） 

牛乳・乳製品 
牛乳だったら１本程度 

2 
つ（SV） 

果物 
みかんだったら２個程度 

　
西
脇
市
、
多
可
郡
内
の
災

害
状
況
や
近
く
の
公
立
病
院

（
夜
間
・
休
日
）の
診
療
科
目

が
知
り
た
い
時
。 

取り付けが義務づけられる所 
取り付けをおすすめする所 

寝室 寝室 
階段 

居室 
台所 

めん 



1（32）2380 

1（35）0080 

1（37）0250 

1（32）2385 

1（32）1250 

1（35）0080 

1（37）0596 

1（32）5151 

1（35）0080 

1（37）0250 

1（30）0855 

1（32）2815 

1（35）1001 

1（32）1300 

1（32）5170 

1（32）1389 

1（32）3425 

1（32）0119 

1（23）7744 

nformation
くらしに役立つ 

問い合わせ先  

多 可 町 役 場  

加 美 地 域 局  

八千代地域局 

教 育 委 員 会  

中 央 公 民 館  

加美住民センター 

八千代公民館 

ア ス パ ル  

加美保健センター 

八千代保健センター 

建 設 課  

上 下 水 道 課  

かみテレビ局 

ベルディーホール 

図 書 館  

ふれあいセンター 

社会福祉協議会 

中 分 署  

消防テレフォンサービス 

２０ 

催
し 

開館時間　午前９時～午後５時 
休 館 日　毎週月・火曜日（但し第３日曜日の週は、第３日曜日と翌月曜日）、祝日 

内　　　　　容 と　き 募集定員 

那珂ふれあい館３月のイベント 問合わせ 
　那珂ふれあい館1（３２）０６８５  

４日（土） 

５日（日） 

５日（日） 

11日（土） 

12日（日） 

12日（日） 

12日（日） 

18日（土） 

25日（土） 

25日（土） 

26日（日） 

29日（水） 

30日（木） 

31日（金） 

火起こしとカンタン炭焼き体験 
～マツボックリやドングリの飾り炭を作ろう～ 

押し花教室～おひな様カードづくり～ 

春の園芸教室～さぎ草の植え付け～ 

3回連続講座キャンドルセットづくり③ 
　～キャンドルづくり～ 

香りのグラス 
　～ハーブの詰まった香りのグラス～ 

東山古墳群めぐり 
　～多可町の歴史を知ろう～ 

カンタン手芸 
　～キルト綿の干支(いぬ)を作ろう～ 

組ひもぞうりづくり～伝統技術を学ぼう～ 

２回連続講座紙すき体験その① 
　～紙すき道具（すき枠）を作ろう～ 

七宝焼き教室 
　～世界で一つだけのアクセサリー～ 

春休み考古学博士シリーズ  親子で発掘体験 

春休み考古学博士シリーズ 
　ちょっと大きな勾玉づくり 

春休み考古学博士シリーズ  カンタン土器づくり 

春休み工作　森の工作 ～昆虫を作ろう～ 

10人 

15人 

20人 

　 

20人 

ー 

20人 

10人 

15人 

20人 

親子５組 

20人 

20人 

20人 

ラ
イ
オ
ン
ズ
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー 

●
い
ち
に
ち
親
子
絵
画
教

室 

と
　
き
　
３
月
１９
日（
日
）午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
３
時 

と
こ
ろ
　
な
か
・
や
ち
よ
の
森
公

園（
芝
生
広
場
）現
地
集
合（
雨

天
の
場
合
、
那
珂
ふ
れ
あ
い
館
） 

対
象
者
　
町
内
在
住
の
親
子（
小

学
生
対
象
、幼
稚
園
児
も
可
）

４
年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
の

参
加
も
可 

募
集
人
員
　
２
０
０
人（
参
加
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

講
　
師
　
来
住
し
げ
樹
さ
ん 

　（
西
脇
市
岡
之
山
美
術
館
館
長
） 

参
加
費
　
無
料 

締
　
切
　
３
月
１０
日（
金
） 

申
込
先
　
中
央
公
民
館
・
加
美

公
民
館
・
八
千
代
公
民
館 

持
ち
物
　
絵
の
道
具
・
は
さ
み
・

の
り
・
水
筒
・
汚
れ
て
も
よ

い
服
装
で
参
加 

問
合
先
　
中
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

　
事
務
局
橋
本
さ
ん 

　
1（
３２
）２
１
６
１ 

 

●
第
21
回
翠
明
湖
マ
ラ
ソ
ン 

　
全
国
か
ら
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が

エ
ン
ト
リ
ー
。
自
然
豊
か
な
翠
明

湖
畔
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
皆
さ
ん

の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

と
　
き
　
３
月
２６
日（
日
） 

　
開
会
式
　
９
時
か
ら 

コ
ー
ス
　
翠
明
湖（
糀
屋
ダ
ム
）周

遊
コ
ー
ス 

イ
ベ
ン
ト
　
わ
く
わ
く
子
ど
も

広
場
・
豚
汁
コ
ー
ナ
ー
・
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど 

問
合
先
　
翠
明
湖
マ
ラ
ソ
ン
実

行
委
員
会
1（
３２
）５
１
２
２ 

く
ら
し
の 

 
情
報
館 

午前 
9時30分～ 

午前 
9時30分～ 

午後 
1時30分～ 

午前 
9時30分～ 

午前 
9時30分～ 

午前 
10：00集合 

午後 
1時30分～ 

午前 
9時30分～ 

午前 
9時30分～ 

午後 
1時30分～ 

午前 
9時30分～ 

午前 
9時30分～ 

午前 
9時30分～ 

午前 
9時30分～ 

2/25・26 
の参加者 
 

こ
は
ん
 

 



２１ 

※2月10日現在で確認できた行事などを掲載しています。 

３ ３ 月  月  
暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 

３月１日（水） 
　　３日（金） 

 
　　４日（土） 

 
 

　　 
５日（日） 

 
　　６日（月） 
　　９日（木） 
　　11日（土） 

 
13日（月） 

　　15日（水） 
　 17日（金） 
　 18日（土） 

 
　　22日（水） 

 
　 23日（木） 
　　24日（金） 

 
 

　　25日（土） 
 
 

　26日（日） 
 

　 27日（月） 
 

　　29日（水） 

決算申告講習会 AM10：00～PM4：00 八千代町商工会館 
孫育てひろば（フリートーク） AM10：00～ みなみ児童館 
加美区子ども会連絡協議会総会 PM8：00～ 加美公民館 
子ども囲碁教室 AM9：00～ 加美公民館 
わんぱく教室 AM10：00～ 加美公民館 
多可町体育協会設立総会 PM7：30～ 中央公民館 
平成18年度入園児保護者会・子育て講演会PM1：00～ 中町幼稚園 
おはなしキャラバン隊 AM10：30～ 図書館 
廃家電品・くず鉄類収集（八千代区）AM8：00～9：00受付 
議会本会議 AM9：30～ 役場３Ｆ議場 
多可町スポーツ少年団設立総会 PM8：00～ アスパル 
電車でＧＯ！（加美青年団主催） AM7：30 加美公民館集合 
工作教室（牛乳パックを使って） AM10：00～ みなみ児童館 
町内中学校卒業式 AM9：30～ 
確定申告最終日（役場、各地域局） 
孫育てひろば（かんたんおやつづくり） AM10：00～ みなみ児童館 
子ども囲碁教室 AM9：00～ 加美公民館 
おたのしみ会 AM9：30～ 中児童館 
生涯学習八千代学園（老人大学） AM10：00～PM3：00 八千代公民館 
中町・松井・杉原谷幼稚園卒園式 AM10：00～ 
町内小学校卒業式 AM10：00～（中町南小、松井小、杉原谷小は AM9：30～） 
生涯大学（春蘭学園）卒業式 AM10:00～PM３:00 加美公民館 
キッズランドやちよ卒園式 AM10:00～ 
町内小学校・中学校修了式 
わんぱく教室 AM10:00～ 加美公民館 
きた・みなみ保育所卒園式 AM9:30～　 
児童館かべ飾りづくり AM10:00～ みなみ児童館 
第21回翠明湖マラソン AM9：00～ 翠明湖 
廃家電品・くず鉄類収集（加美区）AM8：00～9：00受付 
きた・みなみ保育所修了式 
春季休業日（町内幼稚園、小学校、中学校） 
キッズランドやちよ第３期保育期終了 

中央公民館からのお知らせ 

　これまで中央公民館2階にありまし

た学習室は、多可町図書館に移転しまし

た。皆さんご利用ください。 
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キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
や
ち
よ
に
て 

募
集 

問合先　ＮＰＯ法人北はりま田園空間博物館 

　　　　1（25）2370

平
成
18
年
度
第
１
回 

●
兵
庫
県
警
察
官
募
集 

受
付
期
間
　
３
月
２７
日（
月
）〜
４

月
１３
日（
木
） 

第
１
次
試
験
　
５
月
１４
日（
日
） 

　
教
養
試
験
、論
文
作
文
試
験 

採
用
予
定
者
数 

　
男
性
警
察
官
　
約
２
６
０
人 

　
女
性
警
察
官
　
約
３０
人 

※
受
験
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
合
先
　 

西
脇
警
察
署
1（
２２
）０
１
１
０ 

兵
庫
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

1（
０
１
２
０
）１
４
５
３
１
４ 

な
か
・
や
ち
よ
の
森
公
園 

●
ア
ル
バ
イ
ト 

職
務
内
容 

①
「
里
山
体
験
、復
元
」「
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
」な
ど
の
企
画
、運
営
の

補
佐 

②
公
園
事
務
局
の
事
務（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
広
報
誌
の
発
行
）の
補

佐 

募
集
人
員
　
各
１
人
ず
つ 

応
募
資
格 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
理
解

が
あ
り
、
連
絡
調
整
が
円
滑

に
行
え
る
人 

・
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
人 

・
自
然
、林
業
、農
業
な
ど
や
里

山
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
実
行

力
の
あ
る
人 

雇
用
予
定
期
間
　
４
月
１
日
〜

平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま
で 

申
込
締
切
　
３
月
１５
日（
水
）必
着 

申
込
方
法
　
履
歴
書（
自
筆
、
写

真
添
付
、
様
式
自
由
）、
所
定

の
応
募
用
紙（
な
か
・
や
ち
よ

の
森
公
園
に
あ
り
ま
す
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

第
１
次
選
考
　
書
類
審
査 

第
２
次
選
考
　
面
接 

面
接
日
　
３
月
下
旬 

申
込
み
、問
合
先
　
な
か
・
や
ち
よ

の
森
公
園
1（
３０
）０
０
５
０ 

早春の里山を歩こう『日本一長い散歩道』 

　第10回目は多可町です。八千代の竹谷山を
スタートし、なか・やちよの森公園までの約9㎞。
山歩きに自信のある人の参加をお待ちしています。 
歩く日　3月12日（日） 
集　合　田空総合案内所午前9時集合または
林泉荘（八千代区俵田）9時30分集合 

行き先　県立なか・やちよの森公園 
持ち物　お弁当・お茶など 
参加費　300円 
＊次回は４月16日(日) 
　加美区を予定しています。 

飛んで、跳ねて、味わって 
「笑顔いっぱい、輝らり北はりまの人・人・人」 

　へそバレーボールとヨサコイ(和輝愛逢が
指導)を天神池スポーツセンターで体験。昼
食はうなぎ料理橋本屋で味わいます。出会の
里で森林ボランティアと交流・体験、最後は
観光農園篠田いちご園でイチゴ狩り。体と味
覚で味わい尽くす１日です。 
と　　き　3月19日(日)　10時 
集合場所　田空総合案内所出発 
参 加 費　昼食代1,200円＋お土産付きイチゴ
狩り1,500円 

●
教
育
委
員
会
臨
時
職
員

な
ど
を
募
集 

職
種 

・
幼
稚
園
助
教
諭 

・
保
育
士 

・
調
理
員 

・
学
校
校
務
員 

・
学
校
児
童
介
助
員 

・
温
水
プ
ー
ル
受
付
員 

募
集
資
格
な
ど
　
詳
細
な
内
容

は
募
集
要
項（
役
場
・
各
地
域

局
・
中
央
公
民
館
・
ア
ス
パ

ル
に
あ
り
ま
す
）に
記
載 

雇
用
期
間 

４
月
１
日
〜
平
成
１９

年
３
月
３１
日 

申
込
期
間
　
３
月
６
日（
月
）〜
３

月
２０
日（
月
）の
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
５
時
１５
分 

申
込
方
法
　
履
歴
書（
自
筆
・
写

真
添
付
・
様
式
自
由
）を
教
育

委
員
会（
中
央
公
民
館
）に
提

出
し
て
く
だ
さ
い 

選
考
日
　
３
月
２５
日（
土
） 

※
面
接
を
行
い
、職
種
に
よ
っ
て
は

実
技
を
実
施（
詳
細
は
募
集
要

項
参
照
） 

問
合
先
　
総
務
課
・
子
ど
も
課
・

教
育
委
員
会
管
理
課 

 

　
1
（
３２
）２
３
８
０ 

●
予
備
自
衛
官
補
の
募
集 

応
募
資
格
　
１８
歳
以
上
３４
歳
未

満
の
男
女 

試
験
日
　
４
月
１５
日（
土
）か
１６
日

（
日
） 

申
込
締
切
　
４
月
７
日（
金
）必

着 

問
合
先
　
自
衛
隊
青
野
ヶ
原
募

集
事
務
所 

　
1
０
７
９
４（
６６
）７
９
５
９ 

 

　
詳
し
く
は
、防
衛
庁
兵
庫
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://w
w
w
.hyogo.plo.jda.go.jp

き 

わ　き　あいあい 
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１月22日、ベルディーホールで開催された
芸能祭にて 

○特別賃貸町営住宅 
対　象　収入月額が２００,０００円を超え、 
　６０１,０００円以下の人 
★中区中村町団地　１戸 
　（平成１４年建設３DK　耐火造　４階４０１号） 

　家　賃　６３,５００円～８８,５００円 
★八千代区赤坂団地　１戸 
　（平成９年建設　木造平屋） 

　家　賃　４９,６００円～９０,６００円 
 　※家賃は世帯総収入額により変動します 

○県営住宅 
★八千代区下野間住宅（平成１７年度建設） 

・２DK（２人以上世帯）　１戸 
　家　賃　２０,４００円～４４,８００円 
・３LDK（３人以上世帯）　１戸 
　家　賃　２３,８００円～５２,３００円 
・１DK（高齢者単身世帯）　２戸 
　家　賃　１７,３００円～３８,１００円 
※申し込み多数の場合は、公開抽選を行います。 
○敷　金　いずれも、決定家賃の３カ月分 

町営住宅、県営住宅の入居者募集 
～申し込み受付は、３月10日（金）午後５時まで～ 

　申し込み、お問い合わせ 

　多可町役場住民生活課 1（32）2383 

　　　　　　加美地域局 1（35）0080 

　　　　　　八千代地域局 1（37）0250

ス
ク
ー
ル
会
員
募
集 

●
温
水
プ
ー
ル 

○
ス
ク
ー
ル 

コ
ー
ス
　
シ
ル
バ
ー（
お
お
む
ね

６５
歳
以
上
）、
レ
デ
ィ
ー
ス（
１８

歳
以
上
の
女
性
）、
ア
ク
ア
ビ

ク
ス
・
成
人（
１８
歳
以
上
の
男

女
）、
幼
稚
園
、
小
学
生 

練
習
日
　
毎
週
１
回 

会
　
費 

　
月
会
費
４
，０
０
０
円
　 

　
年
会
費
１
，０
０
０
円 

　
入
会
金
１
，０
０
０
円 

　
　
（
入
会
時
の
み
） 

申
込
方
法
と
期
限
　
申
し
込
み

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

３
月
２５
日（
土
）ま
で
に
温
水

プ
ー
ル
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。 

○
一
般
利
用（
２
時
間
） 

　
大
　
人
　
５
０
０
円 

　
子
ど
も
　
３
０
０
円 

　
親
　
子
　
７
０
０
円 

※
そ
の
他
回
数
券
や
年
間
会
員
券

も
あ
り
ま
す
。 

開
館
時
間
　
午
前
１１
時
〜
午
後
９
時 

休
館
日
　
毎
週
火
曜
日 

問
合
先
　
温
水
プ
ー
ル 

　
　
　
　
1（
３５
）１
４
７
５ 

平
成
18
年
度
会
員
募
集 

●
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会 

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
青
少
年
の

健
全
育
成
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
団
体
の
支
援
と
連
絡
調
整
を
す

る
協
議
会
で
す
。 

対
　
象
　
町
内
の
少
年
少
女
１０

人
以
上
と
そ
の
指
導
者
で
組

織
さ
れ
、
規
約
な
ど
の
定
め

の
あ
る
団
体
。（
注
）ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
に
在
籍

す
る
団
体
は
除
く 

締
　
切
　
３
月
３１
日（
金
） 

申
込
・
問
合
先 

　
教
育
課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ 

　
1（
３２
）５
１
２
２ 

部
員（
新
１
年
生
）募
集 

●
千
ヶ
峰
太
鼓
ク
ラ
ブ 

     

募
集
対
象
　
平
成
１８
年
４
月
に

多
可
町
内
の
小
学
校
に
入
学

す
る
新
１
年
生
の
女
子
児
童 

募
集
人
数
　
５
人 

会
　
費
　
月
額
５
０
０
円 

（
た
だ
し
、入
部
時
に
個
人
用
バ
チ
代 

２
，０
０
０
円
が
必
要
で
す
。） 

練
習
日
時
・
場
所
　
毎
週
土
曜
日 

　
午
後
３
時
〜
５
時 

　
加
美
公
民
館
大
ホ
ー
ル（
加
美

区
豊
部
） 

申
込
み
　
３
月
２５
日（
土
）午
前

９
時
か
ら
加
美
公
民
館
に
て

先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。 

問
合
先
　
加
美
公
民
館 

　
　
　
　
1（
３５
）０
０
８
０ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
ま
せ
ん
か 

●
中
町
オ
ー
ル
ド 

　
中
町
オ
ー
ル
ド
は
全
国
大
会

に
２
回
出
場
し
、
近
畿
大
会
で

も
ベ
ス
ト
４
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
町
内
か
ら
中
町
オ
ー

ル
ド
の
協
会
会
員（
現
会
員
６３
人
）

を
募
集
し
ま
す
。
毎
月
１
回
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
心
地
よ
い
汗

を
流
し
、
交
流
を
は
か
り
ま
し

ょ
う
。 

対
　
象
　
町
内
在
住
で
昭
和
３３

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人 

年
会
費
　
３
，０
０
０
円 

問
合
先
　
代
表
　
井
料
さ
ん 

　
　
　
　
1（
３２
）３
３
６
３ 

 

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
を
募
集 

●「
広
報
た
か
」文
芸
コ
ー
ナ
ー 

　
「
広
報
た
か
」
に
文
芸
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
皆
さ
ん
の
作
品
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
個
人
で
も

グ
ル
ー
プ
で
も
大
歓
迎
で
す
。 

　
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

対
　
象
　
町
内
に
在
住
の
人 

募
集
作
品
　
俳
句
・
川
柳
・
短
歌 

締
　
切
　
３
月
１０
日（
金
） 

問
合
先
　
情
報
課 

　
　
　
　
1（
３２
）２
３
８
１ 

い
り
ょ
う 
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お
知
ら
せ 

子どもの予防接種週間 

 ４月の入園入学を前に 、
今まで受けていない予
防接種（特に麻疹･風疹）
を接種しやすいよう３
月１日（水）～７日（火）
を「子どもの予防接種週間」とし、土曜・
日曜日などに接種機会を設けます。この
機会にできるだけ接種してください。医
療機関により接種時間も異なりますので、
必ず電話予約をお願いします。 

●
下
水
道
使
用
料（
人
数
割
） 

　
減
免
申
請 

　
下
水
道
使
用
料
の
人
数
割
の

算
定
は
、
前
月
末
の
住
民
基
本

台
帳
を
基
準
と
し
、
世
帯
員
１

人
に
つ
き
２
５
０
円
で
す
。 

　
多
可
町
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
人
で
、
町
外
に
下
宿
し
て

い
る
学
生
や
社
会
福
祉
施
設
な

ど
へ
１
年
以
上
入
所
し
て
い
る

場
合
、
申
請
が
あ
れ
ば
人
数
割

を
減
免
で
き
ま
す
。
減
免
申
請

は
４
月
１
日
現
在
の
異
動
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
毎
年
手
続

き
が
必
要
で
す
。
平
成
１７
年
度

に
人
数
割
の
減
免
を
受
け
て
い

る
人
で
、
平
成
１８
年
度
も
引
き

続
き
該
当
す
る
人
は
、
３
月
３１

日（
金
）ま
で
に
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
新
た
な
減
免
申
請
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
減
免
は

申
請
日
の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。 

必
要
書
類 

・
使
用
料
減
免
申
請
書 

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

の
写
し 

・
施
設
入
所
証
明
書 

提
出
期
限
　
３
月
３１
日（
金
） 

提
出
・
問
合
先 

　
上
下
水
道
課
1（
３２
）２
８
１
５ 

　
加
美
地
域
局
1（
３５
）０
０
８
０ 

　
八
千
代
地
域
局
1（
３７
）０
２
５
０ 

●
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入

所
者
等
に
対
す
る
補
償

金
制
度 

支
給
対
象
者
　
平
成
８
年
３
月

３１
日
ま
で
に
国
立
ハ
ン
セ
ン

療
養
所
な
ど
に
入
所
し
て
い
て
、

補
償
法
施
行
日（
平
成
１３
年
６

月
２２
日
）に
生
存
し
て
い
た
人  

請
求
の
期
限
　
６
月
２１
日（
水
）  

そ
の
他
　
次
の
人
に
は
、
補
償

金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん  

①
既
に
補
償
金
を
受
け
て
い
る
人  

②
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
裁
判

上
の
和
解
が
成
立
し
て
い
る

人  

問
合
先
・
連
絡
先   

兵
庫
県
健
康
生
活
部
健
康
局
疾

病
対
策
課
結
核
予
防
係  

1
０
７
８（
３
４
１
）７
７
１
１ 

（
内
線
３
２
９
７
） 

税 

●
固
定
資
産
の
縦
覧 

縦
覧
期
間 

４
月
３
日
〜
６
月
30
日 

　
縦
覧
で
き
る
人
は
、
固
定
資

産
税
の
納
税
義
務
者
と
そ
の
代

理
人（
委
任
状
が
必
要
）で
す
。

ま
た
、
本
人
確
認
の
た
め
に
納

税
通
知
書
や
課
税
明
細
書
あ
る

い
は
運
転
免
許
証
な
ど
が
必
要

で
す
。 

縦
覧
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分（
土
日
祝
日
を
除
く
） 

縦
覧
場
所
・
問
合
先 

　
税
務
課
1（
３２
）２
３
８
６
 

●
所
得
税
、消
費
税
の
確
定

申
告
を
お
忘
れ
な
く
！ 

　
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

は
３
月
１５
日（
水
）ま
で
、
個
人

事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
３
月

３１
日（
金
）ま
で
で
す
。 

 

●
所
得
税
・
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
納
付
は
振

替
納
税
で
！ 

　
便
利
で
安
心
・
確
実
な
振
替

納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手

続
き
は
簡
単
で
す
。
「
口
座
振
替

依
頼
書
」
の
必
要
事
項
に
記
入
・

押
印
の
上
、
納
期
限（
所
得
税
は

３
月
１５
日
、
消
費
税
・
地
方
消

費
税
は
３
月
３１
日
）ま
で
に
税
務

署
ま
た
は
金
融
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
振
替
納
税
の
引
き
落

と
し
日
は
、
所
得
税
が
４
月
２０

日（
木
）、
消
費
税
・
地
方
消
費

税
が
４
月
２７
日（
木
）で
す
。 

問
合
先
　
西
脇
税
務
署 

　
　
　
　
1（
２２
）３
１
７
１ 

  

山本医院　山本医院　1（32）3864  

１日１日（水）（水）、２日２日（木）（木）、３日３日（金）（金） 

４日４日（土）（土）午前中、午前中、６日６日（月）（月）、７日７日（火）（火） 

矢持矢持医院　医院　1（32）0059 
１日１日（水）（水）、２日２日（木）（木）、３日３日（金）（金） 

４日４日（土）（土）午前中、午前中、６日６日（月）（月）、７日７日（火）（火） 

西脇西脇病院　病院　1（22）0111 
１日１日（水）（水）、２日２日（木）（木）、３日３日（金）（金）、６日６日（月）（月） 

小児小児科山中医院　科山中医院　1（23）1369 
４日４日（土）（土）午後１時～５時午後１時～５時 

藤田藤田小児科医院　小児科医院　1（22）8755 
５日５日（日）（日）午前中午前中 

山本医院　1（32）3864  

１日（水）、２日（木）、３日（金） 

４日（土）午前中、６日（月）、７日（火） 

矢持医院　1（32）0059 
１日（水）、２日（木）、３日（金） 

４日（土）午前中、６日（月）、７日（火） 

西脇病院　1（22）0111 
１日（水）、２日（木）、３日（金）、６日（月） 

小児科山中医院　1（23）1369 
４日（土）午後１時～５時 

藤田小児科医院　1（22）8755 
５日（日）午前中 

はしか  ふうしん 



２５ 

行　事　名　 　 ・　　月　　日　　・　　時　　間　　・　　　対　　象 

・
　 

　 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

行　事　名　　 ・　　月　　日　　・　　時　　間　　　・　   と こ ろ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カッコ内は対象地区） 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

　 

・ 

　 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

午前９：３０～１１：３０ 

〃 

午後１：３０～ 

午前９：４５～１０：００受付 

午前９：４０～ 

午後１：００～ 

午前９：４５～１０：００受付 

午前９：３０～ 

午後３：００～ 

平成１７年１１月生まれ 

平成１７年８月２１日～９月３０日生まれ 

平成１７年５月生まれ 

平成１６年８月～９月生まれ 

平成１５年１２月１１日～平成１６年１月３１日生まれ 

参加自由 

参加自由 

※場所は全てアスパル（健康福祉センター）です。 

◎ 母 子 保 健 事 業  

３月14日（火） 

３月２８日（火） 

３月１５日（水） 

３月１6日（木） 

３月１７日（金） 

３月22日（水） 

３月  ２日（木） 

３月  ９日（木） 

３月11日（土） 

母 子 手 帳 交 付  
妊 婦 健 康 相 談  

４ か 月 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

９か月児育児教室 

1歳6か月児健診 

2 歳 児 育 児 教 室
 

乳幼児育児相談  

ハートフルセミナー 

◎ 健 康 づ く り 事 業  

健康福祉課1（32）5151、加美地域局1（35）0080、八千代地域局1（37）0250

一 般 健 康 相 談  
（保健師・栄養士） 

 
あ す な ろ 教 室  

 
 お 達 者 教 室  
 

こ こ ろ の 相 談  

ヘルシークッキング 

 

心 の ケ ア 相 談  

西脇健康福祉事務所1（22）2666

3月  2日（木） 

3月  9日（木） 

3月16日（木） 

3月 14日（火） 

3月  1日（水） 

3月  8日（水） 

3月 13日（月） 

3月  8日（水） 

3月 15日（水） 

3月24日（金） 

 

3月23日（木） 

午前９：３０～１１：３０ 

午前９：３０～１１：３０ 

午前９：３０～１１：３０ 

午後１：３０～ 

 

午後１：３０～ 

 

午後１：００～ 

午前９：３０～ 

午前１０：００～午後１：００ 

 

午後１：００～３：００ 

ア ス パ ル（中区） 

加美地域局（加美区） 

八千代保健センター（八千代区） 

アスパル（中区） 

 

ア ス パ ル 

 

ア ス パ ル  

八千代保健センター 

八 千 代 公 民 館  

 

西脇健康福祉事務所 

※栄養相談は要予約 

※要予約 

※要予約 

●問合先　子ども課1（32）5121

●問合先　健康福祉課1（32）5151

◎ く ら し の 相 談  

心配ごと相談（民生委員が相談に応じます） 
問合先　社会福祉協議会 1（32）3425

行政相談（行政相談員が相談に応じます） 
問合先　情報課　1（32）2381

午前９時～正午 
アスパル 

中　区 

午前９時～正午 
加美住民センター 

加美区 

3月 7日（火） 
3月14日（火） 
3月22日（水） 
3月28日（火） 

笹原　浩 
清水谷善明 
丸岡　益子 
後藤　光雄 
藤井　泰洋 
定本　久子 
小林　一夫 
大西　孝一 
遠藤　泰造 
時政　秀子 

上郡　浩一 
溝垣　和子 
今中　照子 
藤村　勇 

午後１時30分～３時30分 
ささゆりふれあいセンター 

八千代区 

3月15日（水） 宇高　成一 

多 可 町 役 場　笹倉　聰朗 
加美住民センター　藤村　富子 
八千代公民館　藤田　英一 

3月10日（金）午前9時～正午 

人権相談（人権擁護委員が相談に応じます） 
問合先　健康福祉課　1（32）5151

加美住民センター　足立　幸壽 
　　　　　　　　元井　平三 
八千代公民館　多方　俊郎 
　　　　　　　　森脇　正昭 

3月10日（金）午前9時～正午 

人権登記相談（人権擁護委員が相談に応じます） 
 問合先　健康福祉課　1（32）5151

アスパル 
藤井良夫・岸本小夜子・高橋雅子 

3月10日（金）午後1時30分～3時30分 

3月 2日（木） 
 
3月 9日（木） 
 
3月16日（木） 
 
3月23日（木） 
 
3月30日（木） 

問合先　社会福祉協議会　1（32）3425身体障害者相談 

加美住民センター 
萬浪正義・笹倉　徹 

4月12日（水）午後1時３０分～4時 

ささゆりふれあいセンター 
藤本　孝・植山八郎 

3月6日（月）・4月5日（水）午後1時３０分～3時３０分 

問合先　社会福祉協議会　1（32）3425心身障害者相談 

アスパル　　小谷隆亮・西田武義・�崎敏郎 
4月3日（月）午後1時～4時 



２６ 

届出先 

税務課 

軽自動車検査協会 
（神戸市西区玉津町） 

兵庫陸運部 
（神戸市東灘区魚崎浜町） 

電話番号 

（32）2386 

078（927）3648 

050（5540）2066

※必要な書類は届出先に問い合せください。 

車の種類 

原付（125cc以下） 

農耕車 

軽自動車 

二輪車 

手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に 

●
軽
自
動
車
税
の
手
続
き 

　
軽
自
動
車
税
は
、４
月
１
日（
土
）

に
所
有
の
軽
自
動
車
な
ど
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

　
次
の
手
続
き
は
、３
月
３１
日（
金
）

ま
で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

　
農
耕
車
に
つ
い
て
も
登
録
が
必

要
で
す
。
購
入
さ
れ
た
人
に
は
標

識
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
届
け
出

く
だ
さ
い
。 

○
廃
車
・
譲
渡
、
住
所
・
氏
名

の
変
更 

○
減
免
申
請 

　
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

の
人
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自

動
車
１
台
に
限
り
減
免
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

必
要
な
書
類
　
障
害
者
手
帳
、

運
転
免
許
証
、
印
鑑 

届
出
・
問
合
先 

　
税
務
課
1（
３２
）２
３
８
６ 

 

申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

●
農
業
所
得
を
水
稲
所
得

標
準
で
申
告
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
へ 

　
農
業
所
得
の
申
告
は
、
実
際

の
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
の

額
を
差
し
引
い
て
計
算
す
る「
収

支
計
算
」が
原
則
で
す
。
こ
れ
ま

で
「
申
告
の
目
安
」
と
し
て
便
宜

的
に
用
い
て
い
た
水
稲
所
得
標

準
は
、
平
成
１７
年
分
が
最
後
と

な
り
、
平
成
１８
年
以
降
は
作
成

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
１８
年
分

の
確
定
申
告（
平
成
１９
年
２
月
〜

３
月
申
告
分
）か
ら
は
、
す
べ
て

の
農
家
の
人
に
「
収
支
計
算
」
に

よ
り
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、「
収
支
計
算
」

を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
１２
月

３１ 
日
ま
で
の
１
年
間
の
農
業
に

関
す
る
金
額
が
わ
か
る
書
類（
通

帳
、
出
荷
・
売
上
伝
票
、
請
求
書
、

領
収
書
な
ど
）の
保
存
を
習
慣
づ

け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

県内で再建・購入した場合 

県外で再建・購入した場合 

補修した場合 

再建などをしない場合 

600万円（定額） 

300万円（定額） 

50～200万円（定額） 

10万円（定額） 

兵庫県住宅再建共済制度への加入 
 年 ５,０００円（加入された初年度は月５００円）で、
最大６００万円の給付を受けられる兵庫県住宅再建
共済制度の申込を受け付けています。 
 県内に住宅を所有している
人を対象に、自然災害により
住宅が半壊以上の被害を受け
た場合、下表の給付があります。
万一の備えとしてぜひご加入ください。 

申込方法　役場、地域局にある加入申込書に必要事
項を記載のうえ、郵送で申し込んでください。 
問 合 先　防災監1（３２）４７７７ 
ホームページ http://web.pref.hyogo.jp/jutakukyosai/

お
詫
び 

広
報
た
か
２
月
号
２０
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
、
遠
藤
夢
大
く
ん

の
漢
字
を
間
違
え
て
い
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

●
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
新
ラ
ッ

ピ
ン
グ
運
行
開
始
！ 

 

３
月

１２
日（
日
）、
世
界
の
横

尾
忠
則
氏
デ
ザ
イ
ン
の
Ｊ
Ｒ
加

古
川
線
新
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
が

運
行
を
開
始
し
ま
す
。 

 

１
作
目
「
見
る
見
る
速
い
」
、

２
作
目
「
銀
河
の
旅
」
に
続
き
注

目
を
集
め
る
３
作
目
は
「
滝
の
音
、

電
車
の
音
」
。
次
は
ど
ん
な
楽
し

い
電
車
が
走
る
か
期
待
し
て
く

だ
さ
い
。 

問
合
先
　
北
播
磨
県
民
局
企
画

調
整
担
当
1（
４２
）９
３
０
７ 

参
加
者
募
集 

●
残
雪
を
歩
こ
う
・
春
山
ハ

イ
キ
ン
グ 

と
　
き 

　
３
月
２５
日（
土
）〜
２６
日（
日
） 

と
こ
ろ
　
県
立
兎
和
野
高
原
野

外
教
育
セ
ン
タ
ー（
美
方
郡
香

美
町
村
岡
区
宿
７
９
１
・
１
） 

参
加
費（
大
人
） 

　
１
泊
２
日
　
６
，５
０
０
円（
宿

泊
費
・
食
事
代
・
保
険
料
含
む
） 

　
日
帰
り
　
　
１
，４
０
０
円 

対
　
象
　
一
般（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
） 

内
　
容
　
１
日
目（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
体
験（
幼
児
は
そ
り

遊
び
な
ど
） 

　
２
日
目（
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
つ
け
て

の
瀞
川
山
ハ
イ
キ
ン
グ
） 

申
込
み
　
３
月
１０
日（
金
）ま
で 

申
込
先
　
兎
和
野
高
原
野
外
教

育
セ
ン
タ
ー
担
当
藤
原 

　
1
０
７
９
６（
９４
）０
２
１
１ 

わ
 

う
　
わ
　
の
 

と
ろ
か
わ
や
ま
 

お
知
ら
せ 



２７ 

①コミュニティバス 

②神姫バス（乗車パス利用者分） 

【表紙】3月号 

お
め
で
た 

お
く
や
み 

１
月
1
日
〜
31
日
届
出（
敬
称
略
） 

住
　
所
 

【
中
区
】 

田
野
口
 

西
安
田
 

間

子

 

牧

野

 

【
加
美
区
】 

西

脇

 

杉

原

 

豊

部

 

多

田

 

清

水

 

杉

原

 

寺

内

 

観
音
寺
 

【
八
千
代
区

】 

大
　
和
 

中
野
間
 

 

世
帯
主
 

 萬
壽
子
 

幸

雄

 

義

明

 

務
 

 一
二
三
 

芳

彦

 

將

恕

 

野
村
喜
男
 

弘

一

 

康

弘

 

祐

基

 

賢

嗣

 

 本

人

 

　

史

 

　
本
　
人
 

 岸
本
　
利
男
 

宮
崎
こ
と
ゑ

小
林
　
す
ゑ
 

　
原
　
貞
子
 

 安
藤
　
俊
雄

山
本
あ
　
の

藤
原
よ
し
の

小
林
　
義
輝
 

山
口
ア
ヤ
子
 

東
田
マ
サ
ヱ

長
谷
川
新
治

藤
田
　
文
義
 

 橋
尾
　
幸
子

中
村
　
忠
夫
 

１
月
1
日
〜
31
日
届
出（
敬
称
略
） 

私たちの多可町 

・人　口 
　男　性 
　女　性 
・世帯数 

（平成18年２月１日現在） 

25,176人 
12,230人 
12,946人 
7,355世帯 

住
　
所
 

【
中
区
】 

牧

野

 

中
安
田

門

前

 

森

本

 

安

坂

 

【
加
美
区
】 

西

山

 

寺

内

 

鳥

羽

 

清

水

 

的

場

 

【
八
千
代
区

】 

下
野
間
 

仕
出
原
 

中
野
間

下

村

 

中

村

 

保
護
者
 

 利

博

 

真

司

 

博

樹

 

正

浩

 

学
  

博

行

茂

広

尚

樹

 

貴

史

 

正

人

 

 功

大

 

智

也

 

真

悟

清

太

 

竜

也

 

　
本
　
人
 

 玉
田
智
暉
 

笹

倉
一
星

 

熊
田
琴
心
 

橋
根
咲
凪
 

林
　
花
怜
 

 花
瀬
 

凜
 

小
林
　
葵
 

渡
邉
瑛
仁
 

山
口
朱
里
 

藤
村
ま
な
か
 

 石
原
夕
士
 

笹
倉
花
菜
 

宮
崎
暖
心
 

上
月
新
太
 

小
林
は
る
な
 

い
っ
せ
い
 

こ

と

み
 

さ

な
 

か

れ

ん
 

り
ん
 

あ
お
い
 

え
い
し
ん
 

あ

か

り

 

ゆ

う

し
 

は

な
 

だ

ん
 

あ

ら

た
 

み
ん
な
の

善
意 

【
中
　
区
】 

開
拓
松
葉
園
 

中
町
中
学
校
第
９
回
卒
業
生
同
窓
会
 

生
命
貯
蓄
体
操
西
脇
支
部
笹
倉
さ
ん
 

カ
ッ
ト
イ
ン
あ
き
の
素
敵
な
お
客
さ
ま
 

部
落
解
放
同
盟
多
可
東
山
支
部
 

【
加
美
区
】 

極
楽
寺
金
剛
講
（
豊
部
）
 

藤
原
將
恕
さ
ん
（
豊
部
）
 

安
藤
一
二
三
さ
ん
（
西
脇
）
 

【
八
千
代
区
】 

藤
井
章
兵
さ
ん
（
下
村
）
 

【
町
　
外
】 

大
西
林
吉
さ
ん
（
姫
路
市
）
 

　
以
上
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
可
町

の
社
会
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

（
１
月
1
日
〜
31
日
） 

　乗車パスを利用すれば、直行バス・
神姫バスとも多可町内は１００円で乗車
できます。 

利用者数利用者数  

コ
ー
ス
別
内
訳 

(単位:人)

直行バス 
巡回バス（合計） 
　　１コース 
　　２コース 
　　３コース 
　　４コース 
　　５コース 
　合　　計 

1,262 
760 
218 
203 
57 
172 
110 
2,022

利用状況報告（平成17年11月分） 利用状況報告（平成18年1月分） 

コミュニティバス コミュニティバス 

問合先　企画課1（32）2381

路
線
別 

　　加美区・中区線 
　　大屋線 
　　大和線 
　合　　計 

6,744 
1,679 
404 
8,827

コミュニティバスと神姫バス
の利用者の合計は10,849人 

多可町全体 
　　中　区 
　　加美区 
　　八千代区 

9,703 
5,313 
2,952 
1,438

区
　
別 

(単位:人) (単位:枚)

乗車パス発行枚数乗車パス発行枚数 

平成18年1月31日現在 

と

も

き
 

　２月３日、キッズランド
で行われた豆まきでのひと
コマ。 
　教室にいきなり、赤・青
２匹の鬼が出現。子どもた
ちは逃げまどい、中には泣
き出してしまう子の姿も。
しかし、多くの子どもたち
は、豆を片手に鬼たちに向
かって行きます。いっぱい
豆をぶつけられた鬼たちは
たまらず、どこかへ退散し
ていきました。 
　今年は多可町にも、「鬼
は外、福は内」。 

▲赤鬼だぁ。逃げろー！ 

 



 

編
集
・
発
行 

多
可
町
役
場  

　
０
７
９
５（
３２
）２
３
８
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
５（
３２
）２
３
４
９ 

〒
６
７
９-

１
１
９
２ 

兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町
中
区
中
村
町
１
２
３
番
地 

多可町ホームページ　　http://www.takacho.jp/

 
3

３
月
１
日
か
ら 

各
課
に
直
通
電
話 
【
シ
リ
ー
ズ
第
５
回
】 

わ
が
町
を
ゆ
く 

　
今
回
、
訪
れ
た
の
は
か
み
テ
レ
ビ
局（
加
美
区
豊
部
）。

町
内
の
い
た
る
所
で
見
か
け
る（
皆
さ
ん
も
見
た
こ
と
が

あ
る
の
で
は
？
）ス
タ
ッ
フ
の
取
材
に
同
行
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
な
ら
で
は
の
苦
労
話
、
今
後
の
こ
と
な
ど
興
味

深
い
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

■
問
合
先 

　
か
み
テ
レ
ビ
局 

　
1（
３５
）１
０
０
１ 

 

 

【
多
可
町
役
場
】 

代
表 

企
画
課
・
情
報
課 

総
務
課 

住
民
生
活
課 

税
務
課 

収
納
課 

産
業
振
興
課 

会
計
課 

議
会
事
務
局 

生
涯
学
習
課 

防
災
監 

【
ア
ス
パ
ル
】 

健
康
福
祉
課 

子
ど
も
課 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ・
国
体
推
進
室 

 【
建
設
・
上
下
水
道
課
】 

建
設
課 

上
下
水
道
課 

【
中
央
公
民
館
】 

多
可
町
中
央
公
民
館 

教
育
委
員
会
管
理
課 

　
　
同
　
　
教
育
課 

【
そ
の
他
】 

多
可
町
教
育
集
会
所 

【
地
域
局
】 

加
美
地
域
局 

八
千
代
地
域
局 

写真（上）このジャンパーの人た

ちがまちの「今」を伝える（写真は

２月11日に行われた加美区山野

部の初午祭での取材風景） 

（左）カメラの切り替えが可能な

中継車の内部 

 

1（
３２
）２
３
８
０ 

1（
３２
）２
３
８
１ 

1（
３２
）２
３
８
２ 

1（
３２
）２
３
８
３ 

1（
３２
）２
３
８
６ 

1（
３２
）２
３
８
７ 

1（
３２
）２
３
８
８ 

1（
３２
）２
３
８
９ 

1（
３２
）４
７
７
５ 

1（
３２
）４
７
７
６ 

1（
３２
）４
７
７
７  

1（
３２
）５
１
５
１ 

1（
３２
）５
１
２
１  

1（
３２
）５
１
２
２  

1（
３０
）０
８
５
５ 

1（
３２
）２
８
１
５  

1（
３２
）１
２
５
０ 

1（
３２
）２
３
８
４ 

1（
３２
）２
３
８
５  

1（
３２
）０
３
５
０  

1（
３５
）０
０
８
０ 

1（
３７
）０
２
５
０ 

　
か
み
テ
レ
ビ
が
誕
生
し
た

の
は
、
平
成
９
年
１０
月
１
日
、 

町
営
と
し
て
は
県
内
で
４
番
目
。

現
在
は
、
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

ま
ち
の
話
題
を
伝
え
る
自
主

放
送
、
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
文

字
放
送
、
９
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

気
象
情
報
、
そ
し
て
３４
〜
４０

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
住
民
皆
さ
ん

の
リ
ク
エ
ス
ト
に
対
応
し
て

い
ま
す
。 

　
今
回
、
同
行
し
た
取
材
は

初
午
祭（
山
野
部
）。
ス
タ
ッ

フ
は
必
要
な
カ
ッ
ト
を
撮
っ

て
い
き
ま
す
。
私
も
広
報
紙

用
に
写
真
を
撮
り
ま
し
た
が
、

テ
レ
ビ
の
撮
影
は
さ
ら
に
時

間
を
必
要
と
し
ま
す
。
取
材

の
合
間
ス
タ
ッ
フ
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。 

「
取
材
は
広
報
紙
と
似
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
が
、

複
雑
な
カ
メ
ラ
の
操
作
を
し

な
が
ら
の
撮
影
は
難
し
い
で
す
。

ま
た
取
材
後
、
放
送
す
る
ま

で
に
通
常
４
回
の
編
集
作
業

を
行
い
ま
す
。
２
分
間
の
ニ

ュ
ー
ス
を
撮
る
の
に
、
約
２０

分
間
収
録
し
ま
す
。
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
説
明
す
る
の

で
は
な
く
、
映
像
で
表
現
す

る
の
は
難
し
い
で
す
ね
。
こ

れ
か
ら
も
、
映
像
を
通
し
て

町
民
皆
さ
ん
の
笑
顔
と
声
を

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
で
も
、

テ
レ
ビ
の
画
面
を
通
し
て
多

く
の
人
に
顔
を
知
ら
れ
て
い

る
の
は
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か

し
い
で
す
ね
」 

　
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ
る

の
は
数
分
で
す
が
、
電
話
で

リ
ク
エ
ス
ト
す
れ
ば
短
く
編

集
さ
れ
る
前
の
も
の
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を

ビ
デ
オ
録
画
す
れ
ば
、
一
生

の
記
念
に
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
か
み
テ
レ
ビ
は
現
在
、
加

美
区
で
し
か
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
４
月
か
ら
、

中
区
・
八
千
代
区
の
人
も
一

部
の
番
組
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

よ
る
公
民
館
・
地
域
局
な
ど

で
の
放
映
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
今
後
の
「
広
報

た
か
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

編
集
機
や
モ
ニ
タ
ー
な
ど
が
並
ぶ

放
送
セ
ン
タ
ー
内
部
調
整
室
。
こ

こ
で
番
組
が
作
ら
れ
て
い
く 

▲ 
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